
主
な
内
容

● 村の味覚を築地へ� ������� ２㌻
● みちのく潮風トレイル� ����� ４㌻
● 育英奨学資金のお知らせ� ���� ５㌻
● 広報たのはた600 号� ������ ８㌻

　２月10日に若桐保育園で行われた「菅窪鹿踊の引
き継ぎ会」。齋藤俐希くん（６つ）の力強い踊りを、
真剣な表情で見つめる熊谷蓮くん（５つ）。

（関連記事10㌻）

人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報２０１7
№ 600

３

次は僕たちの番だ
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岩
手
県
の
４
つ
の
村
が
連
携

築
地
市
場
で
合
同
イ
ベ
ン
ト

　

田
野
畑
村
の
呼
び
掛
け
に
３
村
が
応

え
、
合
同
で
特
産
品
や
加
工
品
を
築
地

市
場
の
事
業
者
に
直
接
売
り
込
も
う
と

い
う
考
え
の
も
と
始
ま
っ
た
４
村
連
携

事
業
。
１
月
19
日
に
、４
村
が
合
同
で
、

特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
東
京
の
築
地
魚
河
岸

に
は
、
築
地
市
場
の
仲
卸
会
社
の
社
長

や
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
約
50
人
が
詰
め
か

け
、
担
当
者
か
ら
の
説
明
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
か
つ
て
築
地
市
場

関
係
者
と
と
も
に
全
国
の
特
産
品
販
売

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
携
わ
っ
て

い
た
、
村
復
興
支
援
員
の
渡
辺
貴た
か
し６
次

産
業
化
推
進
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
「
４

村
に
は
、規
模
は
小
さ
い
が
農
水
産
物
、

乳
製
品
、
加
工
品
い
ず
れ
も
、
高
品
質

な
商
材
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
量
生
産
で
き
な
い
、
大
消
費
地
か
ら

遠
い
な
ど
の
理
由
で
、
首
都
圏
へ
の
進

出
を
諦
め
て
き
た
と
も
言
え
ま
す
」
と

事
業
の
背
景
、
狙
い
に
つ
い
て
説
明
。

　

さ
ら
に
「
近
年
の
情
報
・
物
流
網
の

進
化
と
、
消
費
者
が
量
よ
り
も
質
・
個

性
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
嗜
好
の
変

化
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
不
利
条
件
が
、

逆
に
追
い
風
に
な
り
得
ま
す
」
と
４
村

と
築
地
の
仲
卸
業
者
が
連
携
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
や
価
値
を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
４
村
の
先
陣
を
切
っ
て
、
産

業
振
興
課
６
次
産
業
化
推
進
室
の
工
藤

隆た
か

彦ひ
こ

室
長
が
、
田
野
畑
村
が
誇
る
特
産

品
や
生
産
者
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

春
の
ワ
カ
メ
、
夏
の
ウ
ニ
、
秋
の
松

茸
、
冬
の
ア
ワ
ビ
、
サ
ケ
・
イ
ク
ラ
な

ど
に
触
れ
、
量
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、

四
季
折
々
の
食
材
を
リ
レ
ー
し
て
供
給

で
き
る
強
み
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

参
加
者
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
普
代
村
、
野
田
村
、
九
戸

村
へ
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
リ

レ
ー
し
、
最
後
に
各
村
ご
と
の
ブ
ー
ス

に
分
か
れ
て
各
事
業
者
と
の
質
疑
応

答
・
個
別
商
談
会
が
行
わ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仲
卸
業
者
が
現
地
視
察

村
民
が
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ　

　

４
村
連
携
事
業
で
は
、
こ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性
の

Ｐ
Ｒ
で
終
わ
ら
せ
ず
、
継
続
的
な
取
り

組
み
と
し
て
い
く
た
め
、
村
と
の
連
携

に
興
味
を
も
っ
た
仲
卸
業
者
の
皆
さ
ん

の
現
地
視
察
を
実
現
。
７
人
の
経
営
者

な
ど
が
２
月
10
、
11
日
の
両
日
、
４
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
九
戸
村
を
訪
問
し
、
そ
の

後
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
へ
移
動
。
羅
賀
荘
で

は
、
村
漁
協
田
野
畑
浜
女
性
部
の
熊
谷

裕ゆ

美み

子こ

部
長
が
「
ワ
カ
メ
の
茎
の
辛
味

漬
・
佃
煮
２
種
セ
ッ
ト
」、
思
惟
大
橋

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
畠
山
和か
ず

子こ

代
表
が
し

い
た
け
を
使
っ
た
「
炊
き
込
み
ご
飯
の

素
」
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
仲
卸
業

者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
質

問
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
荒
波
の
た
め
ワ
カ
メ
の
間

① _朝日を背に、笑顔を見せ
る築地仲卸業者の皆さんと村
職員 /②ホテル羅賀荘で商品
の説明をする熊谷裕美子さん
㊨ /③ _築地魚河岸で行われ
たイベントでは、立ち見が出
るほど大勢の人が詰めかけた
④ _ワカメを湯通しした瞬間、
色が変わると歓声が上がった

引
き
作
業
の
見
学
は
断
念
。
鮭
ふ
化
場

を
見
学
し
、
来
季
の
新
巻
き
ザ
ケ
・
イ

ク
ラ
販
売
へ
の
期
待
を
高
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
机
浜
番
屋
群
へ
移
動
し
、

早
採
り
ワ
カ
メ
を
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
堪

能
。
湯
通
し
し
た
瞬
間
に
鮮
や
か
な
緑

に
色
が
変
化
す
る
と
、
参
加
者
た
ち
か

ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
そ
の
後
、
普
代
村
や
野
田
村

を
視
察
し
、
今
季
の
出
荷
期
到
来
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
は

魅
力
的
な
食
材
が
豊
富
に
あ
る

　

駆
け
足
で
４
村
を
め
ぐ
る
今
回
の
ツ

ア
ー
。
築
地
魚
河
岸
事
業
協
議
会
の
小お

槻つ
き

義よ
し

夫お

理
事
（
㈱
大
政
本
店
代
表
取
締

役
）
は
「
こ
の
地
域
に
は
魅
力
的
な
食

材
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し

た
。
そ
の
食
材
を
た
だ
右
か
ら
左
へ
の

モ
ノ
の
流
通
で
は
な
く
、
築
地
の
強
み

と
４
村
の
強
み
を
生
か
す
新
し
い
仕
組

み
・
取
り
組
み
に
事
業
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
向

け
て
確
か
な
窓
口
を
開
く
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
意
味
で
、
今
回
の
訪
問
は
と

て
も
意
義
深
い
も
の
で
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

村
は
ひ
き
続
き
、
他
村
、
築
地
魚
河

岸
関
係
者
と
連
携
し
、
村
の
特
産
品
を

村
外
へ
広
め
て
い
き
ま
す
。

村の味覚を築地へ

❶

❷

❸

❹
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村
は
、向
学
心
に
燃
え
る
生
徒
・
学
生
で
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
進
学
が
難
し
い
人
に
、

育
英
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
要
件
…
次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当

　

す
る
人
で
、
高
校
、
短
大
、
大
学
や
大
学

　

院
な
ど
の
在
学
者
（
新
年
度
在
学
予
定
者

　

を
含
む
）

　

①
村
に
住
所
が
あ
り
、
３
カ
月
以
上
居
住

　
　

し
て
い
る
人
の
子
弟

　

②
人
物
や
学
業
が
優
れ
て
い
て
健
康
な
人

　

③
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

　
　

ら
れ
る
人

　

④
在
学
ま
た
は
最
終
出
身
学
校
長
か
ら
奨

　
　

学
生
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
人

　

※
他
団
体
の
奨
学
金
貸
し
付
け
を
受
け
る

　
　

人
は
対
象
外

◆
貸
付
金
利
…
無
利
子

◆
貸
付
金
額

　

①
高
校
…
月
額
１
万
２
千
円
以
内

　

②
短
大
、
大
学
…
月
額
３
万
５
千
円
以
内

　
　
（
入
学
金
な
ど
50
万
円
以
内
）

　

③
大
学
院
…
月
額
５
万
円
以
内

　

④
医
科
、
歯
科
、
獣
医
科
、
薬
学
科
な
ど

　
　

…
月
額
12
万
円
以
内

◆
返
済
方
法
…
卒
業
後
、
据
置
期
間
を
含
め

　

て
５
〜
15
年
以
内
（
学
校
に
よ
り
期
間
が

　

異
な
り
ま
す
）
に
年
賦
か
月
賦
で
返
済

◆
返
済
の
減
免
に
つ
い
て
…
村
内
の
高
齢
者 

　

施
設
や
保
育
園
・
児
童
館
、
村
診
療
所
な

　

ど
に
次
の
①
〜
⑥
と
し
て
就
業
し
、
良
好

　

な
勤
務
成
績
で
５
年
勤
務
し
た
場
合
は
返

　

済
の
免
除
（
返
済
額
の
最
大
５
割
）
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
医
師
・
歯
科
医
師
②
保
育
士
③
介
護
福

　

祉
士
④
社
会
福
祉
士
⑤
保
健
師
⑥
看
護
師

　
　

ま
た
、
村
内
で
農
林
水
産
業
に
就
業
し

　

た
と
き
は
返
済
を
猶
予
し
、
10
年
間
就
業

　

し
続
け
た
場
合
は
返
済
の
免
除
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す

◆
申
込
期
限
…
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
在
学
証

　

明
書
以
外
の
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
在
学
証
明
書
は
入
学
後
に
手

　

続
き
を
し
、
４
月
14
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会

　

で
配
布
し
て
い
ま
す

◆
審
査
…
４
月
末
か
ら
５
月
中
旬
に
開
催
予

　

定
の
村
奨
学
生
選
考
委
員
会
で
審
査

◆
そ
の
他
…
在
学
中
は
毎
年
度
末
に
成
績
証

　

明
書
、
毎
年
度
当
初
に
在
学
証
明
書
の
提

　

出
が
必
要
で
す
。
奨
学
生
は
年
度
途
中
で

　

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

　

相
談
く
だ
さ
い

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
委
員

　

会
（
☎
34

－

２
２
２
６
）

　

ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
活
動
を
す
る
前
に
、

加
入
を
お
勧
め
す
る
の
が
公
益
財
団
法

人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
「
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
」
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
文
化
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
４
人

以
上
の
団
体
が
対
象
。
移
動
の
往
復
途

中
も
含
め
た
活
動
中
の
損
害
事
故
、
賠

償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　

保
険
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
。
中
途
加

入
で
も
年
間
掛
金
が
適
用
さ
れ
る
の
で

年
度
当
初
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

も
し
も
に
備
え
て
加
入
を
検
討
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
p
o
r
t
s
a
n
z
e
n
.
o
r
g

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

掛
け
金
…
年
額
８
０
０
〜
１
１
０
０
０

　

円
（
加
入
区
分
で
異
な
り
ま
す
）

◆�

加
入
方
法
…
加
入
依
頼
書
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
ポ
安
ネ
ッ
ト
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
加
入
依

頼
書
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は

ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
田
野

畑
村
体
育
協
会
（
教
育
委
員
会
内
☎

34

－

２
２
２
６
）

小さな掛け金

大きな補償
「スポーツ安全保険」に加入しませんか？

２月 19 日に行われたソフトバレーボール交流会（資料写真）

保
育
士
な
ど
、
村
内
に
５
年
就
業
で
最
大
半
額
免
除

育
英
奨
学
資
金
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
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「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル　

普
代

村
南
部
〜
田
野
畑
村
ル
ー
ト
」
の
開
通

式
が
１
月
22
日
、
普
代
村
役
場
で
行
わ

れ
、
田
野
畑
、
普
代
の
両
村
に
環
境
省

の
坂
川
勉
つ
と
む

東
北
地
方
環
境
事
務
所
長

か
ら
普
代
村
南
部
〜
田
野
畑
村
ル
ー
ト

の
マ
ッ
プ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
環
境

省
が
整
備
を
進
め
て
い
る
、
青
森
県
八

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

　
　
普
代
南
部
～
田
野
畑
ル
ー
ト
開
通

戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
の
海
岸

線
を
中
心
に
つ
な
ぐ
全
長
約
７
０
０
㎞

の
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
で
す
。（
ト
レ
イ

ル
と
は
、
森
林
や
里
山
、
海
岸
な
ど
を

通
る
遊
歩
道
を
歩
く
速
さ
で
旅
を
す
る

こ
と
）

　

田
野
畑
ル
ー
ト
は
、
北
山
崎
展
望
台

か
ら
海
岸
線
を
通
り
、
白
池
海
岸
か
ら

切
牛
集
落
を
抜
け
、
真
木
沢
海
岸
か
ら

鵜
の
巣
断
崖
へ
続
く
、
全
長
約
18
㎞
の

コ
ー
ス
で
す
。

　

ル
ー
ト
の
歩
き
方
や
見
ど
こ
ろ
な
ど

を
掲
載
し
た
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
は
、
村

総
合
観
光
案
内
所
（
北
山
崎
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
内
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
自
分
の
体
力
に
あ
わ
せ

て
、
時
間
や
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
体
験
村
・
た
の
は
た

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
☎
37

－

１
２
１
１
）

ルートマップを受け取る酒井淳副村長

児童館のみんなで「さんてつくん」と一緒に記念撮影

　

県
三
陸
鉄
道
強
化
促
進
協
議
会
と
三
陸

鉄
道
が
開
催
し
た
「
園
児
お
絵
か
き
遠
足

列
車
」
の
表
彰
式
が
１
月
30
日
、
た
の
は

た
児
童
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
３
人
の
園
児
に
三
陸
鉄

道
㈱
の
中
村
一い
ち

郎ろ
う

社
長
と
石
原
弘
村
長
か

ら
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
、上
大
澤
佑
奈
ち
ゃ
ん
は「
さ

ん
て
つ
大
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ん
て

つ
に
乗
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
き

た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

さんてつくん賞
八角 梨

り

央
お

ちゃん（６つ）
＝若桐保育園＝

三陸鉄道株式会社社長賞
上大澤 佑

ゆ

奈
な

ちゃん（６つ）
＝たのはた児童館＝

田野畑村特別賞
大泉 希

のぞ

実
み

ちゃん（６つ）
＝たのはた児童館＝

村
の
園
児
３
人
が
受
賞

　
「
園
児
お
絵
か
き
遠
足
列
車
」
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村
は
、
黎
明
台
団
地
１
区
画
と
拓
洋

台
団
地
３
区
画
（
左
表
）
の
宅
地
を
分

譲
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
…
現
に
羅
賀
・
島
越
地
区
に

　

住
所
の
あ
る
人
。
平
成
23
年
３
月
11

　

日
に
羅
賀
ま
た
は
島
越
地
区
に
住
所

　

の
あ
っ
た
人
。
東
日
本
大
震
災
で
被

　

災
し
た
机
お
よ
び
明
戸
地
区
の
人

　

※
す
で
に
住
宅
再
建
済
み
の
世
帯
か

　

ら
世
帯
を
分
離
し
て
の
購
入
も
可
能

　

で
す

◆
宅
地
の
概
要
…
都
市
計
画
区
域
外
、

　

上
水
道
（
水
産
飲
雑
用
水
）、下
水
道

　
（
漁
業
集
落
排
水
）

◆
分
譲
条
件
…
３
年
以
内
に
住
宅
を
建

　

設
し
て
く
だ
さ
い
。
10
年
間
は
転
売

　

を
禁
止
し
ま
す
。
被
災
者
を
優
先
し

　

ま
す 

◆
受
付
期
間
…
３
月
31
日
㈮
ま
で

◆
申
し
込
み
方
法
…
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
次
の
①
〜
③
の

　

書
類
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

①
住
民
票
（
東
日
本
大
震
災
以
降
に

　

住
所
変
更
を
し
た
人
は
戸
籍
附
票
）

　

ま
た
は
罹
災
証
明
②
納
税
証
明
書
③

　

所
得
証
明
書
―

　

※
申
込
書
は
、
建
設
第
二
課
で
配
布

　

し
て
い
る
ほ
か
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す 

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
建
設

　

第
二
課
（
☎
34

－

２
１
１
３　

内
線

　

５
３
２
）

黎明台団地
所在地番 面積（㎡） 分譲価格（円）
切牛 109-12 330.58 1,262,815

拓洋台団地
所在地番 面積（㎡） 分譲価格（円）
羅賀 193-17 330.04 1,287,156

羅賀 193-44 330.41 1,500,061

羅賀 193-46 330.11 1,449,182

黎
明
台
団
地
１
区
画
と
拓
洋
台
団
地
３
区
画

宅
地
を
分
譲
し
ま
す

※団地内の位置図は、広報たのはた11月号または
　村ホームページで確認するか、問い合わせてください

分譲する宅地の概要

　

３
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で
『
消

し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の

場
所
で
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
、
風
が
強
く
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
気
象
状

態
が
続
き
ま
す
。
家
の
周
り
に
は
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、

外
出
時
、
お
休
み
前
に
は
火
の
元
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
災
の
早
期
発
見
や
逃
げ
遅

れ
、
け
が
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる
②ストーブは、燃えやすいものから離
　れた位置で使用する
③ガスこんろなどのそばを離れるとき
　は、必ず火を消す
■４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
　警報器を設置する
②寝具、衣類およびカーテンからの火
　災を防ぐために、防炎品を使用する
③火災を小さいうちに消すために、住
　宅用消火器などを設置する
④お年寄りや身体の不自由な人を
　守るために、隣近所の協力体制
　をつくる

住宅防火
いのちを守る ７つのポイント

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
23
年

６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、

設
置
後
、
田
野
畑
分
署
に
速
や
か
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
直
接
来
署
し

て
の
届
け
出
の
ほ
か
、
電
話
な
ど
に
よ

る
届
け
出
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火

器
の
訪
問
販
売
は
消
防
署
で
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
宮
古
消
防
署
田
野

　

畑
分
署
（
☎
34

－

２
１
０
０
）

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

　

教
育
委
員
会
は
、
平
成
29
年
度
も
村

民
で
つ
く
る
サ
ー
ク
ル
の
学
習
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
支
援
の
内
容
は
、
活
動

費
（
講
師
謝
礼
金
）
の
一
部
を
助
成
す

る
ほ
か
、
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー
や

体
育
館
な
ど
の
施
設
使
用
料
の
半
額
を

免
除
し
ま
す
。

　

｢

趣
味
の
輪
を
広
げ
た
い｣

「
み
ん
な

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い｣

と
い
う

皆
さ
ん
、
仲
間
を
集
め
て
サ
ー
ク
ル
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
…
村
民
で
つ
く
る
学
習
サ
ー
ク

　

ル
◆
認
定
基
準

　

①
公
の
支
配
に
属
さ
な
い
団
体
で
あ

　
　

る
こ
と

　

②
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
社
会
教
育

　
　

に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
主

　
　

た
る
目
的
と
し
、
年
間
３
回
以
上

　
　

の
活
動
を
行
う
こ
と

　

③
基
礎
会
員
が
５
人
以
上
い
る
こ
と

　

④
会
員
相
互
の
親
睦
の
み
を
目
的
と

　
　

す
る
団
体
で
は
な
く
、
広
く
村
民

　
　

に
教
室
を
開
放
で
き
る
こ
と

　

⑤
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業
や
政
治

　
　

活
動
、
宗
教
活
動
な
ど
を
行
わ
な

　
　

い
団
体
で
あ
る
こ
と

◆
支
援
内
容

　

Ⅰ
種
…
講
師
謝
礼
金
の
助
成
（
年
間

　
　

２
万
円
以
内)

、
教
育
委
員
会
施

　
　

設
の
使
用
料
を
半
額
免
除

　

Ⅱ
種
…
教
育
委
員
会
施
設
の
使
用
料

　
　

を
半
額
免
除

◆
応
募
方
法
…
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

申
請
書
は
教
育
委
員
会
で
配
布
し
て

　

い
ま
す

◆
応
募
期
限

　

Ⅰ
種
…
３
月
24
日
㈮

　

Ⅱ
種
…
通
年

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
委
員

　

会
（
☎
34

－

２
２
２
６
）

新
た
の
は
た
21
世
紀
学
園

学
習
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
支
援

　
し
ま
す

区分 届け出が必要なとき 届け出に必要なもの

国保の
加入

 職場の健康保険をやめたとき  職場の健康保険の資格喪失証明書

 家族の健康保険の被扶養者でなくなったとき  被扶養者の資格喪失証明書

 転入したとき  転入前の市区町村の転出証明書

国保の
脱退

 職場の健康保険に加入したとき  国民健康保険の保険証
 職場の健康保険の保険証（職場の保険証が未交  

 付の場合には、加入日などが確認できる証明書） 家族の健康保険の被扶養者になったとき

 転出するとき  国民健康保険の保険証

その他  就学のため転出するとき
 国民健康保険の保険証
 在学証明書または入学通知書

国民健康保険（国保）の届け出を忘れずに
　新たに職場などの健康保険に加入した場合や、退職などにより加入していた健康保険を脱退した場合は、
国民健康保険の加入・脱退の届け出を忘れずに行ってください。（届け出は代理人が行うこともできます）
　なお、他の健康保険に加入したときや田野畑村から転出した場合は、村の国民健康保険証は使用できな
くなりますので早めの届け出をお願いします。
◆届け出・問い合わせ先…生活環境課（☎ 34-2114　内線 24）

絵画クラブは毎月２回活動中

拓洋台団地の風景
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■ 200 号（昭和 59 年８月）
　同年４月に開業した三陸鉄道
を特集

■ 300 号（平成５年５月）
　当初予算の状況で、同年 10

月に「めんこいテレビ」が開局
することをお知らせ

■ 100 号（昭和 49 年５月）
　松前沢橋（現・思惟大橋）の
実施測量が決定になったことを
掲載

■１号（昭和 36 年 11 月）
　広内幸太郎村長の就任あいさ
つや旧田野畑小学校新校舎建築
などを掲載

■ 400 号（平成 12 年６月）
　役場で行政評価制度を導入す
ることを掲載

■ 500 号（平成 20 年 10 月）
　村の皆さんからの「未来の田
野畑へのメッセージ」を掲載

■ 254 号（平成元年３月）
　村制 100周年号。村の 100年
の歩みなどを掲載

■ 519 号（平成 22 年５月）
　旧６小学校が統合し、４月に
開校した「田野畑小学校」を特
集。本号から全ページカラーに

■ 565 号（平成 26 年４月）
　同年３月に開通した、三陸沿
岸道路「尾肝要道路」の開通式
を掲載

■ 530 号（平成 23 年５月）
　同年３月 11日に発生した、
東日本大震災・津波での被害状
況などを掲載

■ 518 号（平成 22 年４月）
　同年３月に、旧６小学校が統
合により閉校。各小学校で行わ
れた閉校式の様子などを掲載

　

昭
和
36
年
11
月
10
日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
、

約
55
年
。「
広
報
た
の
は
た
」
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
皆
さ
ん
と
共
に
年
月
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

５
０
１
号
〜
６
０
０
号
の
間
に
は
、
旧
６
小
学
校
の
閉

校
、
新
田
野
畑
小
学
校
開
校
、
東
日
本
大
震
災
・
津
波
そ

し
て
復
興
へ
の
歩
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
伝
え

て
き
ま
し
た
。

　

悲
し
い
時
も
、
う
れ
し
い
時
も
、
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん

■ 541 号（平成 24 年４月）
　岩泉高校田野畑校の閉校式の
様子などを掲載

■ 566 号（平成 26 年５月）
　東日本大震災・津波で被害を
受けた三陸鉄道北リアス線の全
線運行再開を掲載

で
き
た
「
広
報
た
の
は

た
」。
こ
れ
か
ら
も
、

行
政
の
施
策
や
村
の
出

来
事
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
、
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
「
広
報
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

  
広報

皆さんと共に



Tanohata　Topics

1011 2017・３　広報

村の 話題

2017・３　広報

スポーツ選手が中学校で授業

　宮古地方農業者の集い 2017（宮古地方
農業振興会主催）が２月 18日、宮古市の
グリーンピア三陸みやこで開催され、宮古
地域から約 200人の農業者が集まり、優良
事例の発表や講演などをとおして研さんを
つみました。宮古地方農業賞表彰では、顕
著な経営成績をあげた個人や団体を表彰。
農業振興部門で「地域を担う農業経営者
賞」を受賞した熊谷宗

むね

矩
のり

さん（43）＝田代＝

は「今回の受賞を励みにし、これからも前
に進んでいきます」と力を込めました。

宮古地方農業者の集い2017

緊張した面持ちで表彰を受ける熊谷宗矩さん㊧

サッカーボールを使ったゲームでは、仲間と協力することの大切さを学んだ

伊藤勝康シェフが作成した、村のＰＲ映像が流された（写真提供・岩手県）

　 １月16日、20日の両日、フランス・パリに
あるレストラン「メゾンド・サケ」で県産
食材のＰＲイベントが行われました。イベ
ントでは、「ロレオール田野畑」の伊藤勝

かつ

康
やす

シェフが、佐々木芳
よし

利
とし

さん＝甲地＝が提
供した「クルミ」と菊地英

ひで

光
みつ

さん＝明戸＝

が作った「イモの粉」を使用した料理や村
森林組合の「クロモジ茶」を紹介。伊藤シェ
フは「皆さんにとても喜んでもらえた。村
には、いい食材がたくさんあるので、これ
からも売り込んでいきたい」と話しました。

フランスで田野畑の食材をＰＲ

願いを込めて稚魚を放流
　「スポーツこころのプロジェクト　笑顔
の教室」（日本体育協会など主催）が２月３

日、田野畑中学校（小森田孝
たか

道
みち

校長、生徒86

人）で開催されました。教室には、元Ｊリー
ガーの長谷川太

た

郎
ろう

さんが「夢先生」として登
場。同校の２年生に、ゲームや授業をとお
して、夢をつかむために大切なことを伝え
ました。授業では、自身がプロサッカー選手
になるまでの経験などを紹介。工藤博

ひろ

世
せ

さ
んは「学んだことを今後の生活にしっかり
生かしていきたいです」と話しました。

　田野畑小学校（野中光
みつ

男
お

校長、児童155人）
の４年生が２月７日、総合学習の時間に村
サケふ化場でサケの稚魚の放流を体験しま
した。
　今回放流した稚魚は、昨年10月に４年生
のみんなで採卵などの作業を行った稚魚。
児童は「大きくなって帰ってきてね」と願
いを込めて稚魚の放流を行いました。
　ふ化場の橋場明

あき

彦
ひこ

場長は「子どもたちに
村の産業を知ってもらういい機会になった。
来年も継続してほしい」と話しました。放流の前に稚魚にエサをあげる児童たち

　若桐保育園（鈴木康
や す

子
こ

園長、園児56人）
が２月10日、菅窪鹿踊の引き継ぎ会を行い
ました。１年間踊ってきた年長児８人から
年中児15人への引き継ぎ。年長児を代表し
て鍬形昊

こ う

輝
き

くん（６つ）が「頑張って踊って
ね」と鹿をかたどった帽子を年中児の代表
三浦遥

はる

くん（５つ）に引き継ぎました。引き
継ぎを受けた遥くんは「お兄ちゃんたちの
踊りがかっこよかったです。これから自分
たちが踊るのがとても楽しみです」と瞳を
輝かせていました。

伝統芸能を園児が引き継ぐ

年長児と年中児が輪になって一緒に踊りました

普段はあまり見ることのできない演目も披露された（写真提供・大宮神楽保存会）

　大宮神楽の新年の行事「舞い立ち」が２

月12日、羅賀地区コミュニティセンターで
行われました。若い世代の舞い手が増えた
ことで約８年ぶりに開催することができた
新年の行事。集まった約100人の観客を前
に、無病息災や地域の早期復興を願い、約
10の演目が披露されました。同保存会の下
坂弘
ひろ

次
つぐ

会長は「舞い手の技術はまだまだか
もしれないが、地域の人たちに楽しんでも
らうことができた。これからも神楽で地域
に元気を与えていきたい」と話しました。

８年ぶりの舞い立ちで復興願う
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お知らせお知らせ
火　災

（１月21日～２月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録

（２月20日現在）    187 日

人口と世帯
２月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,580人（-10） 
　男　  1,778人（- 8） 
　女　  1,802人（- 2） 
世帯  1,442世帯（- 1）

お知らせ

　県立杜陵高等学校の通信制は、
自宅での学習と月２、３回の面
接指導で高校を卒業できます。
　文化祭、運動会、修学旅行な
どの特別活動もあり、特定科目
のみの受講も可能です。
◆願書受付期限…３月30日㈭
◆願書請求・問い合わせ先…県
　立杜陵高等学校通信制宮古分
　室（☎0193-63-7428）

杜陵高校通信制で生徒募集

国家公務員採用試験を実施します●募募

◆日時…３月 11日㈯
　午後２時～３時 40分
◆場所…アズビィホール
◆内容…震災体験記の朗読、追 

　悼音楽の生演奏、国主催追悼
　式のテレビ中継、献花（献花
　用の花は村が準備）
◆服装…自由（礼服、平服）
◆その他…地震発生時刻の午後
　２時46分に防災行政無線のサ
　イレンを鳴らします。犠牲と
　なられた方々に対し、黙とう
　を捧げられますようお願いし
　ます
◆問い合わせ先…復興対策課
　（☎ 34-2111　内線 68）

　国民年金保険料の後納制度は、
過去５年の間に保険料の未納期
間のある人が、さかのぼって納
付することにより、将来の年金
額を増やすことができる制度で
す。
　また、年金を受給できなかっ
た人が、制度を利用することで、
年金を受けられる場合がありま
す。
　後納制度の利用期限は、平成
30年９月までとなっています。
◆申し込み方法…下記の問い合
　わせ先に申請書の送付を依頼
　してください
◆問い合わせ先…宮古年金事務
　所（☎0193-62-1963）、ねんき
　ん加入者ダイヤル（☎ 0570-

　003-004）

国民年金保険料後納制度東日本大震災追悼式を開催

◆講習日…５月18日㈭～19日㈮
◆場所…宮古市民文化会館（宮
　古市磯鶏沖２-22）
◆種別…甲種防火管理新規講習
◆定員…100人
◆受講料…6,500円
◆申込期間…４月10日㈪～24日
　㈪※定員になり次第、締め切 

　りとなります
◆その他…申込書は、岩手県防 

　災保安協会または宮古消防署
　田野畑分署で配布しているほ
　か、県防災保安協会のホーム
　ページからダウンロードでき
　ます
◆問い合わせ先…岩手県防災保
　安協会（☎ 019-631-1625）、　
　宮古消防署田野畑分署（☎34-

　2100）

甲種防火管理講習新規講習を開催●募募●知知

　盛岡地方裁判所宮古支部では
現在、競売物件の資料の閲覧を
行っています。
◆入札期間…４月３日㈪～12日
　㈬
◆閲覧の方法
　①盛岡地方裁判所宮古支部
　　１階閲覧室
　②ホームページ
　　http://bit.sikkou.jp/

◆問い合わせ先…盛岡地方裁判
　所宮古支部不動産競売係
　（☎ 0193-62-2925）

競売物件の資料を閲覧●知知

◆実施期間…５月７日㈰～ 13

　日㈯
◆実施施設…病院、訪問看護ス
　テーション、市町村保健セン
　ター、介護福祉施設など
　※施設により開催日が異なり
　　ます。詳細は、問い合わせ
　　てください
◆内容…①患者さんとのふれあ
　いをとおして、看護すること
　や命の大切さについて理解と
　関心を深める②施設見学や看
　護体験をとおして「看護の仕
　事」について知る
◆申し込み方法…電話で申し込
　んでください
◆申込期限…３月 28日㈫
◆申し込み・問い合わせ先…岩
　手県看護協会ナースセンター
　事業部（☎ 019-663-5206）

ふれあい看護体験を実施

◆日時…３月22日㈬
　午後０時30分～４時30分
◆場所…ホテル東日本盛岡（盛
　岡市大通３-３-18）
◆内容…学生などに対する企業
　情報の提供、関係団体による
　就職支援情報の提供など
◆対象…平成30年３月卒業・終
　了予定者および３年以内の既
　卒者、県内に就業場所を有す
　る企業
◆問い合わせ先…岩手労働局職
　業安定課（☎ 019-604-3004）

いわてで働こう！合同企業説明会

●募募

●知知 いろいろなお知らせ

●募募 参加者などを募集中

試験名 受付期間 １次試験日
総合職試験

（院卒者・大卒程度試験）
３月31日㈮～４月10日㈪ ４月30日㈰

一般職試験
（大卒程度試験）

４月７日㈮～４月19日㈬ ６月18日㈰

一般職試験
（高卒者試験）

６月19日㈪～６月28日㈬ ９月３日㈰

◆問い合わせ先…人事院東北事務局第二課試験係（☎022-221-2022、 
　ホームページ http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施します。申し
込みは、インターネットから行ってください。
　なお、申し込み方法や受験資格などの詳しい内容については、問
い合わせてください。

　県立農業大学校では、いわて
農業入門塾を実施します。
　農業を始めるうえで知ってお
きたい基礎知識が身に付きます。
　応募方法は､ 問い合わせてく
ださい。
◆場所…県立農業大学校　ほ場
　および農業研修館
◆実施期間
　５月６日㈯～10月21日㈯
　■講義…隔週土曜日午前10時
　　～11時30分
　■実習…毎週土曜日午後１時
　　～３時30分
◆参加費…15,000円（傷害保険、
　教材）
◆申込期限…３月31日㈮
◆申し込み・問い合わせ先…県
　立農業大学校教育部研修科　 

　（☎0197-43-2211）

新規就農者研修（入門コース）●募募

　村は、公共施設などの総合的・
計画的な管理を進めるため「田
野畑村公共施設等総合管理計画」
の策定作業を進めています。 

　この計画案に対する村民の皆
さんからの意見を募集します。
◆募集期間…３月24日㈮まで
◆意見を提出できる人…村に住
　所を有する人
◆計画案の確認方法…総務課で
　閲覧できます（平日の午前８

　時 30分～午後５時 15分）
◆意見の提出方法…住所、氏名
　を明記し、書面（様式は任意）
　により提出してください
◆提出・問い合わせ先…総務課
　（〒028-8407　田野畑村田野畑
　143-1、☎ 34-2111　内線 15、
　FAX34-2632）

計画案に意見を募集します

　「岩手県Ｕ・Ｉターンシステム」
は、岩手県へＵ・Ｉターン就職
をしたい人と、人材を求める県
内企業とのマッチングを支援す
るための情報提供システム（Ｗ

ＥＢページ）です。
◆利用対象者…県外に住んでい
　て、岩手県に就職・転職をし
　たい人
◆システムの内容
　①県内企業の情報・求人を検索
　②求職者情報を登録して、自
　　分に合う求人情報を入手
　③求人に応募したい人と企業
　　のマッチングをサポート
◆利用方法…「岩手県Ｕ・Ｉター
　ンシステム」をインターネッ
　トで検索
◆問い合わせ先…岩手県Ｕター
　ンセンター（☎03-3524-8284）

Ｕ・Ｉターン就職を支援します●知知

昨年の追悼式の様子

　田野畑村「任期付職員」採用
試験を次のとおり実施します。
◆職種…文化財調査員
◆採用予定人数…１人
◆�受験資格…昭和52年４月２日
以降に生まれ、次の①または
②に該当する人①学芸員資格
を有する人②埋蔵文化財およ
び文化財の調査・保護などに
関する知識、経験を有する人

◆�１次試験…書類選考
◆�２次試験…３月中旬に村役場
で個人面接試験などを予定

◆採用予定日…４月１日
◆�受付期限…３月10日㈮　正午
◆�受験手続き…申込用紙を提出
してください。用紙は総務課
で配布しています。また、村
ホームページからダウンロー
ドできます

◆�申し込み・問い合わせ先…総
務課（〒028-8407　岩手県下
閉伊郡田野畑村田野畑　143-

1、☎0194-34-2111　内線11）

村「任期付職員」採用試験●知知 ●募募 ●募募 ●募募

●募募
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役立ちカレンダー　　　　期間：３月１日㈬～３月31日㈮

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

３月
１日

　
㈬

アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（８日、15日、22日、29日も開催） 19:30 ～ 21:00

教育委員会
　　　 （内線11）

３日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（10日、17日、24日も開催） 19:00 ～ 21:00

５日 ㈰ 第６回 バドミントン交流会 アズビィ体育館 ９:00 ～ 13:00

６日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（13日、27日も開催） 20:00 ～ 21:00

７日 ㈫ アズビィ健康スポーツ教室
「ソフトテニス教室」

アズビィ体育館
（14日、21日、28日も開催） 18:00 ～ 19:00

11日 ㈯ 田野畑村東日本大震災追悼式 アズビィホール 14:00 ～ 15:40 復興対策課（内線68）

15日 ㈬

乳児健診 健診センター 12:20 ～ 15:30 保健福祉課（内線53）

田野畑中学校卒業式 中学校体育館 ９:30 ～ 11:00 田野畑中学校
（☎34-2301）

18日 ㈯ 田野畑小学校卒業式 小学校体育館 10:00 ～ 11:30 田野畑小学校
（☎34-2050）

24日 ㈮ 健康相談 アズビィ楽習センター 10:00 ～ 11:30 保健福祉課（内線52）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (３月21日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　広報たのはた今月号で何
号目？

　　Ａ）400号
　　Ｂ）500号
　　Ｃ）600号

■前号（２月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ

■当選者（敬称略）
　武藤　甲子代（埼玉県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

〔平成29年１月届け出分〕
（一部敬称略）

■安らかに　～お悔やみ～
　工　藤　れ　い（85）　島　越
　佐　藤　チト子（87）　田野畑
　佐々木　　榮　 （66）　尾肝要
　畠　山　四　郎（87）　甲　地
　熊　谷　幸　男（92）　田　代
　早　野　敏　光（63）　浜岩泉
　熊　谷　勝　長（91）　田　代
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辰巳 ちあきさん
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慌
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ラ
を
向
け
ま
し
た

が
、
窓
を
開
け
た
音
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・北山方面）

月　日 場　　所 時　間

３月21日  ㈫
拓洋台団地集会所付近 ９:05 ～  ９:20
グループホームつくえ付近 ９:50 ～ 10:05
北山地区総合センター付近 10:15 ～ 10:30

◆たんぽぽコース（田野畑・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間
３月21日  ㈫ 黎明台団地集会所付近 11:15 ～ 11:30

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

３月22日  ㈬
産直プラザ尾肝要付近 ９:15 ～   ９:30
リアス倶楽部付近 ９:35 ～ ９:50
甲地公民館付近 10:00 ～ 10:15

◆問い合わせ先…教育委員会（☎34-2226）

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（２月20日現在）

寄付金総額 4783万3680円
769件（村内125件、県内178件、県外466件）

取り崩し額 　　 822万9210円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3966万2473円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。
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想
や
日
ご
ろ
の
出
来
事
、
か
わ

い
い
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
ス
ペ
ー
ス
が
許
す
限
り
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
投
稿
す
る
と
き
の
注
意
…

① 

は
が
き
の
表
に
は
…
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
ペ

ン
ネ
ー
ム
や
匿
名
で
の
掲
載
も
受
け
付
け

ま
す

② 

は
が
き
の
裏
に
は
…
イ
ラ
ス
ト
や
感
想
な

　私は、生まれも育ちも海無
し県の埼玉です。そのためか、
海に憧れを持っています。
　数年前、手紙をとおして田
野畑村の漁師の方と知り合い
に な り ま し た。 そ の 方 か ら
春になるとワカメが届きまし
た。それも日本海側の港から
…。
　その方が陸の生活に戻った
時、田野畑村から茶色のワカ
メが届きました。湯通しをし
ましたら、表現できない美し
いワカメの緑色に変身。今も
そのワカメの色と味が忘れら
れません。　　　　

               　 ペン
ネーム 坂戸 小町さ

ん

ど
を
書
い
て
く
だ
さ
い

③ 

営
利
・
政
治
的
活
動
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
特
定
の
個

人
・
団
体
を
中
傷
す
る
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

④ 

感
想
な
ど
、長
い
文
章
の
場
合
、一
部
添
削
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
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あ
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…
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机浜番屋群の近くで見つけたシカ

 

２
月
６
日
、
男
性
対
象
の

料
理
教
室
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
外
は
大
雪
。
悪

天
候
の
な
か
、
村
派
遣
職
員

の
皆
さ
ん
な
ど
12
人
が
料
理

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
楽
し

そ
う
に
料
理
を
す
る
参
加
者

の
笑
顔
を
見
て
、
私
も
家
で

料
理
を
し
て
み
よ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。
ま
だ
実
践
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
…
。
▼
皆

さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
た
本

紙
が
、
６
０
０
号
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去

の
広
報
を
読
み
返
し
て
い
て
、

「
村
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」
と

あ
ら
た
め
て
実
感
。
私
も
皆

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
一

緒
に
広
報
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
「
広
報
た
の
は
た
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

(

佐
々
木　

歩)
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村
長
コ
ラ
ム

30

川畑 友
ゆ い

唯ちゃん（１歳８カ月）
勝さん・和子さん＝真木沢＝

お母さんからのひとこと

203

　アンパンマンと果物が大好きです。
歌と踊りも大好きで、いつも踊ったり、
歌ったりしている元気な女の子です。
明るく優しい子に育ってね。

熊谷  新
し ん

星
せ い

くん（１歳８カ月）
新吾さん・拓美さん＝浜岩泉＝

お母さんからのひとこと

　お笑い番組が大好きです。性格は、
いたずらっ子。気がつくと静かにいた
ずらをしています。みんなと仲良く、
元気な男の子になってね。

○
地
域
創
生
は
、
村
の
誇
り
を
和
に
し
て

　
「
世
界
に
誇
れ
る
築
地
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ワ
ー
に
触
れ

る
こ
と
で
、
地
域
に
も
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
？
」　
「
築
地
の
経
営
者
が
持
つ
、
食

に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
考
え
で
、
築
地
市
場
の

仲
卸
業
者
な
ど
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

村
の
プ
ラ
イ
ド
と
築
地
の
プ
ラ
イ
ド
を
融
合
さ
せ
、

食
に
よ
る
地
域
お
こ
し
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
１
つ
の
村
だ
け
で
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
九
戸
村
、
野
田
村
、
普
代
村
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
４
村
合
同
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
築
地
仲
卸
組
合
の
役
員
や
構
成
す
る
お
店

の
社
長
や
浅
草
の
社
長
な
ど
が
本
村
を
始
め
４
つ
の
村

の
生
産
現
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、「
６
次
産
業
化
の
基
本
は
、
地
域
の
産

物
を
製
品
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、
直

接
販
売
し
、
消
費
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
収
集
し
、

デ
ー
タ
を
取
る
事
か
ら
始
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、

築
地
や
浅
草
を
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
提
言
を
頂
き
ま

し
た
。

　

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
青
年
や
女

性
な
ど
誰
も
が
、
築
地
や
浅
草
な
ど
で
研
修
す
る
機
会

を
設
け
る
な
ど
、
希
望
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
ま
す
。


